
道の駅「小豆島ふるさと村」と香川大学との連携

道の駅「小豆島ふるさと村」と香川大学（「地域インターンシップ」全学共通科目）の学生が連
携して、立ち寄りたい道の駅づくりをコンセプトに景観改善等の企画提案を行います。

②景観改善等、施設の活用促進を図る企画・提案

・カヤックの本格シーズンまでに、コンテナに絵を描く

・外国人向けの、各施設の案内カードの作成

・道の駅トイレについてのアンケート調査の実施と分析

【香川大学】
香川大学（所在地：香川県高松市）は、6学部、8研究科を擁した総合大学として、個性と競争力を高めるた
めに「地域に根差した学生中心の大学」をめざしています。また、地域貢献では、文部科学省の大学改革推
進事業のひとつ、「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ事業）」において、平成25年度に採択され、全学的に県内
自治体が連携し、離島振興や街の活性化、定住促進対策などの地域活性化に取り組んでいます。「地域イ
ンターンシップ」もＣＯＣ事業において新設された科目です。

【道の駅「小豆島ふるさと村」について】

①小豆島の特性と道の駅の課題の把握

・カヤックを入れているコンテナが地味で、何が入っているのか分からない状態

・小豆島ふるさと村にある体験施設や宿泊施設、売店等豊富な施設内容が外国人に

知られていない

・トイレに関する改善点の把握

③島民との交流

・小豆島ふるさと村祭り（９月10日）の手伝い

小豆島の魅力、道の
駅「小豆島ふるさと
村」周辺の観光資源
を把握するため、
フィールドワークを
実施し、道の駅で提
供可能な企画提案に
反映します。

反 映

【香川大学による地域インターンシップの目的】

発 展

インターンシップ報告会

【周辺の魅力探求のためのフィールドワーク】

香川大学では、低年次で地
域に出向き、地域づくりの
現場・しごとを理解し、地
域課題解決への参画を通じ
て、①社会貢献、②課題探
求・解決力の修得、③能動
的学修を目指している。

反
映

年間を通して、すももソフ
ト、そうめん、こびきうど
ん等を提供。手延べそうめ
ん館も隣接、体験学習、釣
り、体育施設の申込みも実
施している。

「小豆島ふるさと村」周辺の観光施設



道の駅「小豆島ふるさと村」と香川大学との連携

平成28年度 取組み内容：カヤックの本格シーズンまでに、コンテナに絵を描く

●小豆島の魅力、道の駅「小豆島ふるさと村」の「課題」や周
辺の「観光資源」を感じ取るためにフィールドワーク及び道の
駅の視察を実施

取組みまでの経緯

●カヤックを入れているコンテナが
地味で、何が入っている
か分からない状態

カヤックを入れているコンテナ

描く前

描いた後（完成）

●課題を「カヤックの本格シーズン
までにシーカヤックのコン
テナに絵を描く」に決定

●デザイン案を考える
（島内を散策し、二十四の瞳を

モチーフにしたカエルのオブジェ
を参考）

●下準備をする（足場、材料の用意）

●絵を描く
（7月2日、3日の1泊2日で下

書きから色塗りまで行い完成さ
せた。）

参考にしたカエルのオブジェ

デザイン案

フィールドワーク状況



道の駅「小豆島ふるさと村」と香川大学との連携

平成28年度 取組み内容：外国人向けの、各施設の案内カードの作成

〈記載した内容〉
表面
施設・アクティビティの概要
―紹介文、時間、料金、開催期間等

裏面
表面に関連する詳細
―コース内容、宿泊施設の内容等

〈今回カード作成した施設等〉
○レンタサイクル
○シーカヤック
○そうめんのはし分け
○うどん打ち
○オートキャンプ場
○ファミリーロッジ 計6個

表 裏

●当初の課題
外国人観光客の近年の増加
を背景として、「多言語表記され
た施設案内看板の作成」

●現地でわかった問題
小豆島ふるさと村にある体験施
設や宿泊施設、売店等の豊富な
施設の内容が外国人に知られて
いない。

●課題の変更
施設内容を伝えることが重
要ということで、外国人向け
「各施設の案内カードの作
成」に変更。

●案内カードの作成
最初の段階のため、英語で
の作成。その際、小豆島の国
際交流アドバイザーに協力を
得る。

取組みまでの経緯

多言語案内カードの作成例＜シーカヤック＞

打合せ状況



道の駅「小豆島ふるさと村」と香川大学との連携

平成28年度 取組み内容：道の駅トイレについてのアンケート調査の実施と分析

●当初の課題
事前に、「道の駅トイレ施設の
景観改善 壁画・アート作品等
でトイレ空間を楽しんでもらう」
の課題を受け取る。

●トイレを使っての感想
初回訪問で、「臭いが気になる」
「外側より内側を変える方が良
い」、「利用者やスタッフはどう
思っているのか」を感じた。

●課題の変更
「道の駅トイレに関するアン
ケート調査の実施・分析とそ
れを踏まえての改善点の提
案」に変更。

●アンケートの実施
アンケート用紙を作成し、ス
タッフ20名、利用者40名から回
答を得る。回答を整理・分析し、
3つの改善点の提案を行う。

道の駅女子トイレ

アンケート用紙

●男性に多かった意見

掃除不足

蛇口を自動水洗に

●女性に多かった意見

洋式トイレが少ない

臭いが気になる

トイレの汚れ、清潔感

●男女共に見られた意見

洋式トイレを増やす

ウォシュレット

外装よりは内
部に対しての
意見が圧倒的
に多い

トイレ設備の
改善は必要！

●設備の充実

・洋式トイレ、ウォシュレット、自動水洗、便座クリ

ーナー・・・

●臭い対策

・芳香剤、消臭剤・消臭除菌剤

・空調(換気)
・掃除用具をきれいに保つ

●掃除の回数を増やす

アンケート結果

取組みまでの経緯

分析 対策の提案


